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二条大麦の出穂生理（第2報）

　主程葉数および出葉速度におよぼす日長

およぴ温度の影響とその品種間差異

川

口

数　　美

き

1　緒

言

　一般に異なった日長および温度条件によって主程葉

数が比較的変動しやすい品種と変動しにくい品種とが

あることは周知のことセあり，著者の先の報告1）でも

同様なことが認められた。また，同報告で止葉展開期

には品種間差異は認められないが，主桿葉数について

は，それらの品種問で差異が認められるもの，および

その逆に止葉展開期に品種間差異が認められるが主桿

葉数についてはそれらの品種間で差異が認められない

というような関係が観察された。

　そこで，本報告では主稗葉数の増減および止葉展開

期と主桿葉数との関係について確めるため，従来，供

試されている条件よりさらに高い温度およびさらに短

い日長条件を含めた異なる日長および温度の複合条件

下において生育時期別葉数，および止葉展開期などに

ついて調査した。その結果，2・3の知見が得られた

ので報告する。

　終始，御指導して下さった中山保博士に深謝の意を

表する。

∬　実験材料およぴ実験方法

　材料：先の試験において日長感応性が比較的小さく

主桿葉数の増減が少ない金独および日長感応性が比較

的大きく，主桿葉数の増減が多いKeniaとCarlsberg

Iの3品種を用いた。

　方法：催芽した種子を直径60π，高さ7c寵のポット

（100CCビーカー）に1ポット当たり3個体宛2反覆

して播種した。日長および温度処理は播種直後から始

め，120日まで同条件下で養成し，その後全処理区と

も自然条件下に移した。

　温度および日長処理はつぎのとおりである。

　　　　　低温区（LL）：6〜15℃

圃1二1�fiii蓋

日長条件：3，5，8，10時間日長

　L区における3・8時問日長を除き．これらを組合せ

た18条件下で試験を行なった。

　日長および温度処理は午前12時を中心にそれぞれの

日長処理時間だけすべての処理区とも同一ガラス室内

に入れ，その後，遮光してある前述のような5つの温

度条件の場所に入れた。したがって，明期の濫度はす

べての温度処理区とも同じであり，暗期の温度だけが

異なることになる。

　なお，参考までに昼夜温とも20℃恒温・連続照明下

において試験を行なった。

　調査は出穂期の代りとしてそれと相関の高い止葉展

開期および生育時期別葉数について個体ごとに行なっ

た。

皿　実験結果および考察

　生育状況：3品種の異なる日長および温度条件下に

おける止葉展開まで日数，そのときの主稗葉数の平均

値および出葉速度は第1表に示されている。第1表か

ら一般に温度が高く日長が短くなるにしたがって枯死

する個体が多くなるが，品種によってその程度に差が

認められ，金独，Kenia，Carlsberg　Iの順に枯死す

る個体が多くなる。すなわち10時間日長では供試した．

いずれの温度でも3品種とも止葉を展開しているが，

これより臼長が短くなるにしたがって温度が高い条件

から順次止葉を展開しないで生育途中で枯死してレ＼

る。この場合，日長が短ぐ温度が高くなるにしたがっ

て葉色が淡くなる。その変化は金独において著しく，

Carlsberg　Iではその程度が少ない。このような極端一

な短日に対する反応の品種間差は日長感応性というよ

りむしろ，殉日長が極く短いために植物が正常な同化作

用を営むことができず，体内の栄養の平衝が異常にな

るため枯死したものと考えられる。

　つぎに主桿葉数の増滅および出葉状況について考察

をすすめる。

　主桿葉数の増減：止葉展開したものについては，3

品種とも同一日長内における主稗葉数は温度が高くな

るにしたがって増加する傾向が認められる。；しかし，
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